
百貨店友の会積立てで値上げに対抗！ 

 原材料価格や物流費の高騰、円安などに

直面する企業の値上げが止まりません。預

金利息は0.002％で雀の涙にも及びません。

そんな中で、毎月 1 万円を 12 か月積み立て

ると、1 か月分のボーナスが付与され、合計

13か月分のお買い物券やお買い物カードが

もらえる「友の会」は年利換算で約 15.3%に

もなるとても魅力的な優待サービスです。 

 積立てで買い物できるのはその百貨店に

限られますから、使える場所は限定されま

すが、普段からよく利用するお店であれば

問題ないでしょう。また、使いきれずに残

額がある状態で解約した場合は、ボーナス

相当分を控除した上で残金が返金されます

ので、無理に使い切らなければならないと

いうこともありません。ただし、この場合

は、魅力的な優待ボーナス分はなかったこ

とにされます。ボーナスゼロでも、ほぼ利

息ゼロ円の銀行にお金を預けていたと思え

ば損も得もなかったというだけです。 

この儲け分は課税されるのか？申告は？ 

 銀行預金では利子に20.315％の税金が課

税されますが、友の会の積立てでは源泉控

除されずにボーナス分をそのまま受け取る

ことができます。とはいっても課税されな

いわけではなく、本来は雑所得として課税

の対象となります。ただし、収入が年末調

整済みの給与所得のみで雑所得となるもの

が 20 万円以下であれば確定申告不要です。

申告不要となれば優待ボーナス分は課税さ

れずに丸々お得ということになります。 

 ここで注意しなければならないのは、医

療費控除やふるさと納税（寄附金控除）な

どの適用を受けるために確定申告をする場

合は、20 万円以下の所得も含めて確定申告

をしなければならないということです。申

告の際は、優待ボーナス分も雑所得として

申告することを忘れないようにしましょう。 

いつの時点で課税所得となるのか？ 

 友の会の規約では、前述の通り、買い物

券や買い物カードを使い切れず残額がある

場合は、解約でボーナス相当分を控除した

上で残金が返金されるとされています。そ

のため、ボーナス分は使い切るまで確定し

た利益ではないと言えます。使い切った時

点が収益確定時期となり、その年の確定申

告に織り込むことになります。とはいえ、

使い切りが前提の場合は、あまり深く考え

ず、満期日＝収益確定でよいかもれません。 
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百貨店友の会積立金の 

所得課税と課税のタイミング 

衣服・雑貨等の売却所得

も雑所得なので、医療費

控除などで確定申告す

る場合は漏れのないよ

うに気をつけましょう。


